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 論文内容の要旨
 本学位請求論文(以下「本書」と記す)は、タイトルに明らかなように、南米チリの1830～1914
 年期における経済発展過程を、レギュラシオン・アプローチを援用しつつ分析したものである。
 もっとも、誤解なきようにいえば、本書の狙いは、レギュラシオン・アプローチのプロパガンダ
 にあるのではないし、かつての従属論のように、あらかじめ一定の結論を前提しておき、その知的
 枠組みのなかに開発途、ヒ国の歴史的経験を無理矢理押し込めるような実証研究を目指しているので
 もない。レギュラシオン・アプローチというものを、何か強い普遍的な理論仮説を有する体系的な
 経済学説のように考えている向きには、本書のようなタイトルはやや誤解を与えるかも知れないが、
 第一章でもふれるように、レギュラシオン・アプローチとは研究プログラムに関する方法的言説な
 のであって、本書の狙いはあくまでも「開発の経済史的研究」、すなわち、地道なチリ経済の歴史
 研究によって「開発の政治経済学」に新しい思考材料の一つを提供することでしかない。
 本書の問題意識は、大きく分けて二つに分かれている。一つは、理論的なものであり、もう一つ
 は実証的なものである。'前者の問題意識は、開発経済学の領域においても支配的な潮流となりつつ
 ある新古典派経済学を「異端派総合」という観点から批判し、開発研究において有するレギュラシ
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 弱性が当該期の競争的なレギュラシオンによって無限に再生産される傾向があったという結論が提
 示される。つまり、③当該期のさまざまな制度・構造諸形態は、蓄積体制の運行を制御し一定の安
 定性を保証してはいたが、制度・構造諸形態の創出それ自体が一次産品輸出経済への過度の適応の
 結果だったので、これらが全体として及ぼすレギュラシオン様式には、内向的蓄積や自立的な工業
 化への進化を阻むような衰退効果が強く働き.結果的に蓄積体制の活力を殺ぐ負の作用(衰退的レ
 ギュラシオン)をも有していたのだ、という結論がそれである。
 第H・皿篇は以上のような構図的整理を念頭に置い牟上での・各論的な整理・実証の部分である。
 第H篇「通貨・金融レジームー1は二つの章からなり、f1830～1878年期(いわゆる「前期局面」と呼
 ばれる時代)における通貨・金融レジームの問題に焦点を当てて、!9世紀の前半にいかなるロジッ
 クと歴史的プロセスを経てこの制度が生み出されてきたのか(第四章)、また、それがいかなる要
 因によって1878年の史上まれにみる激烈な経済恐慌へとつながっていったのかを実証的に整理して
 いる(第五章)。そこでの結論は、①金貨本位制に由来する流動性不足という!9世紀固有の問題が、
 金貸し的な商人資本による「私的通貨」によって解決されてきたものの.②当該レジームに内在す
 るモラル・ハザードの問題を看過したまま過度に自由主義的な通貨・金融レジームが法制化された
 ために(1860年)、システムの不安定性が増幅、結果的に1878年恐慌と金兌換性の停止という未曾
 有の混乱を引き起こさざるをえなかった、というものである。
 続く第m篇「競争形態」では、チリにおける企業・企業家にかかわる諸問題を整理している。第
 六章では、前期局面・産銅部門における野心的な民族系鉱山ブルジョアジーの存在に光を当て、前
 期局面までのチリが、日本のように先進国化する可能性を有していたことを確認し、かかる可能性
 が太平洋戦争以後の後期局面(1878～1930年)においてなにゆえに失われてしまったのかという問
 題提起と、それへの一定の解答を提示している。また、第七、八章では、産銅部門における民族系
 企業の衰退と同じような現象が、チリ経済の基軸産業たる硝石部門においても生じたことに着目し、
 当該部門における民族系企業の躍進とその没落の過程を、外資系企業との競争関係を軸にして細か
 く追っている。
 以上が、本学位請求論文の要旨である。
 論文審査結果の要旨
 アジアと比べた場合のラテン・アメリカにおける経済開発の失敗の原因は輸入代替工業化路線の
 採用にある、と従来指摘されてきた。しかし著者は、工業化路線のあり方に問題があるのではなく、
 経済のフレーム・ワークとしての制度・構造諸形態にこそ問題の根源があるとする。本論文は、途
 上国の「低開発性」には「安定した低成長」をもたらす制度・構造諸形態による調整=「衰退的レ
 ギュラシオン」が慣性力として作用しているとする考え方に立って、大戦問期以降のチリ経済の長
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 ひ身畢曇蔓既鰐革ユqしコ1「鼎裂告縣」?「▽一ぐ4絶琴・幕鰹」ユ勲祖母穿妾曳(夏ε篤～集1
 幾)鶏i窮マ∩雲馴塞1鱗らi坤♪専9不1鉢ユ1(当セ161～098工)晦辛目雄仔;～裂厚(0壬一口'ZIk判不要
 。9禦ユ⑦陣4つ;～9シ辮⊃1申(り吾妻軽ら目頭鞠⑦髄皿61k母剴需1⑦舞!賜脚臨
 部門の実証分析を行った第皿篇は、個別企業家の出自・成長並びに姻戚・交友関係などについても
 掘り下げており、経済史・経営史的な側面からも高く評価できよう。
 各篇間のバランスと連係にやや難がないわけではないし、レギュラシオン・アプローチで問題と
 される資本一賃労働関係、農民・労働者の所得分配関係、対外関係などについての言及も十分とは
 いえない。特に、第H篇の分析が!878年までで終わっていることに不満が残る。しかしながら、本
 論文の学術的価値は高く、博士の学位を授与するに十分に値する。よって博士論文としてr合格」
 と判定する。『
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